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令和２年度予算の編成について 

 

本市においては、平成３０年３月に策定した「第２次八代市総合計

画」に掲げる「しあわせあふれる ひと・もの 交流拠点都市“やつ

しろ”」を目指して、本市が抱える政策課題を整理し、さまざまな施策

に全力で取り組んでいるところである。 

中でも、官民連携による八代港国際クルーズ拠点の整備、災害対策

やまちづくりの拠点となる新庁舎建設のほか、学校施設への空調設備

の整備などの大型プロジェクトについても着実に進めながら、なお一

層の魅力あふれる都市として飛躍することを目指し、「ふるさと八代」

を未来につなげていく取り組みに尽力しているところである。 

さらに今後、社会情勢の変化にも対応しながら、引き続き、進めて

いかなければならない施策を着実に実行し、更なる市民福祉の増進に

つなげていかなければならない。 

しかしながら、依然として少子高齢化や人口減少など、取り巻く環

境は、大変厳しいものがあり、一般財源が縮小していく中で、上記の

着実な実行を果たすためには、全職員の弾力的な発想により、新たな

取り組み手法の導入と同時に、既に行っている事業の改善・見直しを

思い切って行うなど、一層の創意工夫を凝らしていく必要がある。 

その点を踏まえた予算編成方針に基づき、職員一丸となって市政の

発展につなげるための効率的な予算編成に取り組まれたい。 


